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自己紹介

平井 智崇(DMS Cubeアカウント名：ともひら)

テクバン株式会社 システムソリューション事業部

DataSpider,Oracle Integration Cloudを利用したデータ連携システム構築事業に携わる

＞マーケティングオートメーション新規導入に伴うデータ連携

＞生産管理システム更改/クラウド化に伴うデータ連携

自社内研究プロジェクトとして、EAIツールのトレンド調査のため、

Talend,Mulesoftなどの他EAIツールも検証

DataSpiderの構築案件の中で、クラウドサービスとの連携のための

次世代サービスとして「HULFT Square」を、セゾン情報システムズ様から紹介していただいた



主にネットワークコネクターのRESTコネクターを使用して、

様々なクラウドサービスとの連携を実現してきました

◼トークン認証
◼コネクション設定の範囲で対応可能

◼ SmartHR、Zendeskなど多数

◼OAuth認証
◼ OAuth認証設定の範囲で対応可能

◼ OAuth認証には方言が多く、仕様の確認は不可欠

◼ ServiceNowなど ☆コネクターのリリースが決定

◼変則的なトークン認証(独自のリクエストフォーム)
◼ HULFT Squareで認証のためのスクリプトを作成して対応可能

◼ Microsoft Teamsなど

詳細な手順は私のブログをご参照ください

https://dmscube.com/view/search/result/%23つないでみた?type=post

ブログ概要

https://dmscube.com/view/search/result/%23%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%84%E3%81%A7%E3%81%BF%E3%81%9F?type=post


HULFT Squareとは？

HULFT Squareは、さまざまなシステムやサービスと統合し、

データを「安全・安心・柔軟」に連携するためのGUIベースの開発が可能なプラットフォームです

https://www.hulft.com/service/hulft_square

データ連携
データ連携スクリプトの開発、実行をグラフィ
カルに行うことができます。アイコンをドラッ
グして設定するだけで、データ接続と連携を作
成できます。接続先リソースの仕様に関する知
識がなくても簡単に連携できます



データ連携を設定する際のUIはDataSpiderのものが踏襲されており、

DataSpiderでの経験が活かされます。

DataSpiderライクな操作性

DataSpiderライクなキャンバス画面
マッピング設定の画面も踏襲



APIマネジメント機能として、APIエンドポイントを作成する機能が追加されました。

データ連携機能で処理した結果を他システムから参照しやすくなります。

DataSpiderと比較した新しい特長（「APIマネジメント」機能）

コールするスクリプトを指定

クエリで使用する値を指定

レスポンスで返す値を指定

APIマネジメント機能とは・・・

HULFT Squareに
登録されたリソースを用いて、
オリジナルのAPIを
開発することができる機能です。

HULFT Square

API



DataSpiderと比較した新しい特長（「ユーザー管理」機能）

設定を共有するグループを作成

グループのアクセス権限を指定

任意のメンバーを追加

ユーザー管理機能として、ユーザーグループとポリシーを設定する機能が追加されました。

ポリシーにより、DataSpiderよりキメの細かな運用が可能になります。

多様なアクセス権限



DataSpiderと比較した新しい特長（「サービス」機能）

データ連携エンジンを
サイズ指定して追加/削除

※ファイルストレージ、
HULFT機能も同様

利用グループを指定

iPaaSであるHULFT Squareでは

データ連携・ストレージ・ファイル連携(HULFT Transfer)機能を稼働させるサーバリソース＝「サービス」を

GUIから自由に追加・削除できます。

「サービス」とは・・・
HULFT Squareの機能を実行させるため
のコンピュートリソースです。

どのサービスで処理を実行するかはプ
ロジェクト毎に指定することができ、

メモリー消費の大きな処理を独立させ
るなどの運用も可能です。

HULFT Square

サービスA

サービスB

サービスC



ファイル連携のための機能として、HULFT Transfer機能が追加されました。

HULFTの配信・集信のホストの一つとして機能します。

DataSpiderと比較した新しい特長（「HULFT Transfer」機能）

HULFTの集信・配信機能が追加



HULFT Squareでの新しい活用

機能名 機能概要 活用例

APIマネジメント データ連携処理をREST APIに準拠した形式で

他システムから参照できるようになり、データ
の受け渡しのハードルが下がりました

HULFT Squareを社内のデータ連携の
ためのAPI拠点として、
データ連携の敷居を下げます

ユーザー管理 ユーザーをグループ毎に区分けして設定へ
のアクセス権限を指定できるようになり、

業務ごとにユーザーの住み分けができるよう
になりました

社内での予期しないユーザーによる
設定変更事故を予防します

設定作業の外注時にも作業者が利
用できる設定を制御できます

サービス データ連携の処理量に応じて

自由に「サービス」のサイズを拡張できるよう
になりました

一部業務への導入から始める
スモールスタートに対応します

業務ごとに実行場所を分けることも
可能なため、処理量に差がある業務
を分けて運用できます

HULFT Transfer HULFT機能が追加され、
既存環境のHULFTとより密に連携が取れるよ
うになりました

社内にHULFTが導入済の場合、

外部サービス向けのファイル連携処
理を実装しやすくなります



まとめ

HULFT SquareはAPIマネジメント機能が追加されたことにより、

スクリプトで指定した固定のシステム間でのデータ授受だけでなく

データ連携処理で構築した成果をAPIとして広く共有できるようになっています。

データ連携の「道」だけでなく、

データを共有する「場」にもなりえます。

DataSpider
HULFT Square

トリガー契機の
一方向的なデータ連携

固定の
トリガー

連携処理

API

SaaS

連携処理

APIマネジメント機能を利用した
自由に参照可能なデータ連携
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